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著者ら（1968）はさきに肝吸虫の体壁構造を電子顕微

鏡で観察し，外皮層は体内深部の柔組織内にある上皮細

胞と原形質性細管で連らなり一つの大きなシンシチウム

構造を呈しており，上皮細胞には１個或はそれ以上の核

がみられゴルジ装置・小胞体・ミトコンドリア・円板状

穎粒などの存在が明らかにみられるが外皮層それ自身は

無核でその基質には上皮細胞に由来する多くの円板状頼

粒，ミトコンドリア等が充満している事を報告した．こ

れらの事は多少の差はあるが他の吸虫類と非常に共通し

た特徴を示している．

本報ではこれに引続いて高橋吸虫の体壁構造を電子顕

微鏡で観察したのでその結果を報告する．

材料並びに方法

鮒についている高橋吸虫の被襄幼虫を犬に投与し，１０

日後これより得た親虫を0.85％生理食塩水で洗浄，速や

かに細切して，冷６％グルターノレアﾉレデハイド（燐酸緩

衝液でｐＨ７．４に修正）で１時間固定し，更に後固定と

して冷２％オスミック酸液（燐酸緩衝液でｐＨ７．４に修

正）で，又一部のものは３％KMnO4で一夜処理した．

固定後の組織は速やかに型の如くエタノール系列で脱

水し，Ｅｐｏｎで包埋した．

超薄切片を作るにはPorter-B1um超ミクロトームを

使用し，後染色として硝酸鉛，酷酸ウラニールを用いた．

観察にはHS-6，HU-11，ＪＥＭ－７を使用した．

観察

体表は厚さ３Ｊu前後の外皮層で被われ，この外表面に

は厚さ８０Ａ程の綴密な細胞膜があり，基底面にも同じ

く基底膜がみられる．これら二膜の間に位する外皮層の

基質には多数の幌棒状乃至は円板状の電子密度の高い頼

粒及びミトコンドリアが充満しており，これらの頼粒は

表層近くに，ミトコンドリアは基底部近くに多く分布し

ている．この電子密度の高い円板状体は直径0.26～0.3浬
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程で，中心部は上下両側の膜が互に相接する程に薄くな

っており，又周辺部はやや膨隆している．この膨隆部の

厚さは0.1匹程で,赤血球に似た形を呈しており，この

円板状体の表面は厚さ２０Ａ位の非常に密度が高く薄い

膜で被われている．ミトコンドリアは大小様々でクリス

テは明確である．この外，基質には大小不同の空胞や非

常に線細な線維や頼粒が無数に散在し網状構造をなして

おり，核や小胞体は共にみとめられずシンシチウム構造

を呈している．又基底膜と筋層との間には結合組織とし

ての非常に線細な膠質様線維からなる厚い網状の層がみ

られる．この層の内側には筋層があり’輪走，縦走，斜

走及び背腹筋などが複雑に配列している゛筋細胞はすべ

て平滑筋線維をもっており，筋線維束の間には多くのミ

トコンドリアがあり，又筋線維の間隙の所々にはグリコ

ーゲン頼粒が散在しているのがみられる．又外皮層には

無数の鰊が比較的規則正しく配列しており，頭部近くで
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lま皿位の間隔で密生しているが，体中部附近ではそれ

ぞれの間隔が“程にひらき，更に体後部に向いややま

ばらになっている．疎の大きさは長さ約５，u，巾３～5鰹，

厚さは根本に近い所で約２似程で先端に向うに従いうす

くなっている．尚疎の先端部は１０～１５枝に分岐してい

る．これらの疎の基底部は基底膜上に接しており，更に

根の部分は輪走筋層より深部に達し，縦走筋又は背腹筋

層の表面に迄達している．又外皮層の外表に突出する鯨

の先端部では外皮層の表面を被っている所の細胞膜で被

われている．これらの鰊は非常に級密で，直径looA以

下の非常に微細な頼粒が密集して出来た所の紋理が疎の

長軸に直角に走行しているのがみられる．又外皮層の基

底部からは筋層を縫って体内深く貫入する所の細い原形

質性細管が所女にみられ，これらは体内深部にある上皮

細胞に達している．更にこれらの細胞は互に原形質性細

管で連らなり，大きな網を作り，いわゆるシンシチウム

構造を呈している（Fig.１)．これらの上皮細胞は非常に

大きく，又大きな核をもっている．この核の核膜には所

所に核孔があり，又核膜の外膜は外方にしわ状に突出し

ている部分もある．これら核の周囲には多くの小胞体が

みられ，又場所によっては外皮層にみられたと同様な根

棒状体，又は円板状体やミトコンドリア等が充満してい

るのがみられるほか，これらの細胞から外皮層に通ずる

原形質性細管の中にも同様のものがみとめられた．なお

口吸盤・腹吸盤更には咽頭膣の内面などいずれも体表に

みられたと同質の外皮層によって被われている．ただこ

れらの部分では体表部のものより層が一般にやや薄くな

っている．

考察

さきに肝吸虫の体表構造を電子顕微鏡で観察し，体表

部の外皮層には核をみないが，体深部柔組織の中にある

所の有核の上皮細胞と細い原形質性細管で連らなってい

る．従って外皮層は上皮細胞の一部で，体表に露出した

部分であると考えてよい．このような事はThreadgold

(1963a,blThreadgold＆Gallagher（1966,1967）

Biorkman＆Thorsell(1964>,Gallagher＆Threadgold

(1967）等により肝蛭について，詳細に観察された所で

ある．又Burtoｎ（1964,1966）はＰ/αgioγcﾉｾiidac及び

ＣＯ増Ｃａ”j"αに属する吸虫について同様な観察をして

おり，更にErasmus＆Ｏｈｍａｎ(1965)，Erasmus(1967）

はCyaif"ocoZy肥について，又Ｂｉｌｓ＆Martin（1966）

は外皮層の発育について２～３のレディア及びセルカリ

アを用い順を追って観察報告をしている．以上の諸事実

から考えられる事は吸虫類の外皮層は一つの非常に大き

なシンシチウムであり，最近Threadgold＆Gallagher

(1968）はこれらを‘`surfacesyncytium,’と“tegu‐

mentcell，,の２部分に分けており誠に当を得たよび方

である．

高橋吸虫においても肝吸虫，肝蛭を始めとする諸吸虫

と同じく，吸虫類としての特徴を充分にそなえている．

即ち外皮層には他種と同じく梶棒状体或は円板状体，ミ

トコンドリア，空胞，油滴，疎等がみられた．このうち

円板状体は肝吸虫に比べると大分大きく袋状構造をとり

ミトコンドリアと同大或はそれより大きいものも時にみ

られた．又ミトコンドリアのクリステも明確である．

鰊についてはErasmus（1967）がＣｙａﾉﾉioco秒陀

b"s/ｂｉｇ"sfsについて，Burtoｎ（1964）がHtzcj邦“o〃c‐

ｃｈがｓ腕c`iop"“ｓについて観察しており構造の上から

は両者と大差がみとめられない．しかし，全体の形状か

らすると，その先端部に分岐がある事などは異形吸虫類

の一つの大きな特徴であろう．
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高橋吸虫の体壁は体表面に露出する外皮層と柔組織中

にある上皮細胞の２部からなり，これらは互に細い原形

質性細管で結ばれた－つの大きなシンシチウムである．

外皮層は形の如く，表面と底面は細胞膜で被われ，こ

の部分には多くの円板状体，ミトコンドリア，空胞，油

滴及び特徴のある，先端に１０～１５枝の分岐のある，疎

がみられる．

上皮細胞は有核で非常に多くの円板状体を包含し，若

干のミトコンドリア，油滴，結晶性包含体，ゴノレジ装置

及び小胞体がみられ，構造の上からは一つの分泌細胞の

形をとっている．
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Photo、４．＆５．Largenumbersofdensediscoidalboｄｉｅｓａｒｒａｎｇｅｄｉｎｔｈｅｅｘｔｅｒｎａｌｐａｒｔａndnearmitochondria

situatedinthｅｂａｓｅｍｅｎｔｏｆｉｎｔｅｇｕｍｅｎｔ・Ｔｈｅｔｉｐｏｆｓｐｉｎｅｉｓｄｉｖｅｒｇｅｄｌｉｋｅａｂａｍｂｏｏｒａｋｅ，

Photo，６．Ｐｒｏｔｏｐｌａｓｍｉｃｔｕｂｕｌｅｃｏｎｔａｉｎｉｎｇｎｕmerousdensediscoidalbodiesandmitochondriaappearsln

thematrixofintegument･

Photo、７．Musclelayer・Ｌａｒｇｅｎｕｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅｇｌｙｃｏｇｅｎｇｒａｎｕlesarescatteredinmusclefiber・

Photo、８．Theepithelialcellslocatedundermusclelayer，containalargenumbersofdensediscoidal

bodies、Theseepithelialcellshavealargenucleus･Therearesecretorycanalscontaining

densesecretorybodies，ａｔｔｈｅｕｎｄｅｒｒｉｇｈｔｈａｎｄｓｉｄｅｏｆｔｈｅfigure．
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Abstract I

THE ULTRASTRUCTURE OF HELMINTH 2) THE BODY WALL OF

METAGONIMUS YOKOGAWAI TAKAHASHII SUZUKI, 1930

Seiiti INATOMI, Yasumasa TONGU, Daigoro SAKUMOTO,

Setsuo SUGURI and Kazuo ITANO

{Department of Parasitology Okayama University Medical School, Okayama, Japan)

The body wall of Metagonimus yokogawai takahashii was studied with electron micro

scope. As a result the body surface is found to be covered with a non-nucleated integument

of a syncytial structure. This syncytial structure is limited by the plasma membrane at

the outer surface and the basement of the integument. There are large numbers of dense

discoidal bodies located in the external part of the matrix of integument and the mito

chondria situated in near basement of the integument. The epithelial cells situated beneath

the muscle layer are connected to the other epithelial cells and the integument with

protoplasmic tubule.

The spine is located in the integument periodically. The tip of spine is diverged

like a bamboo rake.




